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研究成果の概要（和文）：共産革命前の山東、河北地方では明末に成立した伝統的中国イスラー

ム経堂教育のカリキュラムが存続していた。山東地方の経堂教育は神秘思想と神学の学習に重

点を置いていた。山東では済南清真南大寺の「来復銘」に見えるように早くから儒教概念を使

用してイスラームの教義を説明する方法が確立していた。本研究は山東ムスリムの世界観や倫

理思想が儒教思想の影響を受けどのように変化したのかを明らかにしようとする。 
 
研究成果の概要（英文）：Before communist revolution, in Shandong and Hebei provinces the 
traditional curriculum of madrasa education established toward the ending era of Ming 
dynasty was preserved and called the Shandong school of the Sino-Muslim madrasa 
education. The Sandong school of traditional madrasa education used to attach importance 
to the learning of Sufi philosophy and Islamic theology. As seen in Lai Fu Ming of Jinan 
great south mosque, interpretation of Islamic doctrine with employing technical terms of 
Confucian philosophy was practiced in this area. The present study made clear to some 
degree the reality of Confucian way transformation of Sufi philosophy in Shandong Muslim 
culture. 
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・思想史 
キーワード： 
①礼乗、②道乗、③真乗、④道学、⑤完人、 
⑥以儒詮教 
１．研究開始当初の背景：山東省の各地に散
在するペルシャ語スーフィー文献について
十分に調査されておらず、それらのスーフィ
ー的作品が山東省のムスリムの精神風土に
いかなる影響をあたえているのか不明であ

った。山東省ムスリムの精神生活とスーフィ
ズムの関係を解明する必要を感じた。 
２．研究の目的：革命前の山東省の経堂教育
の状況の調査とペルシャ語、アラビア語文献
の保存状況の調査および山東ムスリムの精



神生活の調査。 
 
３．研究の方法 
済南の清真寺の所蔵文献の調査、済南周辺の
スーフィー運動の遺跡調査、経堂教師など古
老からの聞き取り調査。 
 
４．研究成果 
（１）済南北方の石家村清真寺に約 70 冊の
アラビア語、ペルシャ語の写本が未整理のま
ま保存されていることを確認した。（２）山
東学派の学灯を引き継ぐ楊宝泉老師にイン
タビュウーし、13 本経のうちペルシャ語倫理
学書の学習が「道学」と呼ばれていることが
わかった。（３）済南市近郊にはスーフィー
修行に利用された洞窟がのこっていること
がわかった。（４）済南清真南大寺の来復銘
の内容の分析ができた。これが儒教用語でイ
スラーム思想を説明した最も古いものであ
るとみなしうることがわかった。 
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